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新年明けましておめでとうございます。私たち日立グルー
プ議員団は、今年も「まじめに働くものが報われる公正な
社会」の実現を目指し、課題の解決に取組みます。本年も
ご支援とご指導をよろしくお願いします。

会計監査

会計監査

日立グループ議員団一同

皆さんのご支援に感謝、
今後も積極的に取組みます

政権交代で日本の未来を
切り拓きましょう

「現場主義」を貫きます
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by 椎名　敦史　日立市議会 ( ＨＥＳ )

ねんりんピック会場になり大いに賑わう

　平成19年９月１日、かねてより日立
市が整備を進めていた河原子北浜スポー
ツ広場がオープンしました。この広場
は、河原子海岸北部（通称北浜）に位置
し、海岸沿い南北におよそ1.3 ㎞、総面
積73,000㎡の広さの広場です。
　初日にオープン式典が行われ、指定管
理者として選定された日立市体育協会の
管理のもと運営が開始されました。広場
内には、広場全体を管理する「管理棟」、
スケートボードなどができる「ニュース

ポーツ広場」、河原子の海が一望できる
「芝生広場」、18 ホール公認コースであ
る「ターゲットバードゴルフ場」、家庭
で飼っている愛犬を遊ばせることができ
る「ドッグラン」、広場の中で自由に休
憩ができる「あずまや」、「水飲み場」な
どを保有しています。
　茨城県では 11月 10日～ 12日に、『ね
んりんピック 2007』が県内各地で開催
されました。日立市でも、河原子北浜ス
ポーツ広場が「ターゲットバードゴル

フ」の会場となり全国から 68グループ・
198 名の選手や 2,500 名の観戦者があ
り、大いに賑わいました。

河原子北浜スポーツ広場オープン 河原子北浜スポーツ広場の全体図
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by 齋藤　英彰　日立市議会 ( 大みか支部 )

交通結節点の機能強化を目指して

　日立駅周辺地区は、日立シビックセンター
を核とした日立駅前開発整備事業などによ
り、商業・工業・文化的な機能の強化が図
られ、様々な活動や交流の拠点及び起点と
しての役割を担ってきました。現在、市郊
外部から日立駅周辺地区に乗り入れる国道
６号日立バイパスの整備も進められており、
今後更に広域圏における都市拠点及び交流
起点としての役割が高まることに大きな期
待が寄せられています。このような中、平
成22年度完成を目指し「日立駅周辺地区
整備事業」の準備工事がいよいよスタート
します。誰もが使いやすい駅の整備、「おも

てなしの心」が感じられるまちの顔づくり、
そして日立市の玄関口として相応しい駅東
西の顔づくりの形成に向け、整備事業を推
進します。
　これらを背景として、水戸都市圏・いわ
き都市圏を含めた広域的な連携の中で、更
なる拠点性の強化と交流人口の拡大を図る
ことを目的に、交通結節点及び
交流拠点としての機能強化、更
にはまちの顔としての魅力向上
や日立駅を中心とした東西市街
地の連携と賑わいづくりなどの
実現化に向けて日立駅周辺地区

整備事業を推進しております。
　今後、日立駅自由通路の新設や駅舎橋上
化工事、それらに伴う都市計画道路・交通
広場などの関連公共施設、自由通路東西口
における交流機能を付加した施設などの整
備を進める計画です。この重要な事業が、
真に、安心で便利、誰にも優しい、そして
日立市の顔として誇れる都市拠点となるよ
う、意見反映に努めてまいります。

日立駅周辺地区整備事業

国政だより 県政だより 市政だより 町政だより 村政だより

by 西野宮　照男　ひたちなか市議会 ( 佐和支部 )

地域で活動の輪を広げていくために

　ひたちなか市で平成19年１月から開始
しました、市民活動サポートバンク『げん
き -NETひたちなか』をご紹介します。「げ
んき -NETひたちなか」とは、自立と協働
のまちづくりを進める一助として市がイン
ターネット上に、市民の皆さんが持ってい
る［①ボランティアなどの人材情報　②
団体・サークルなどの組織情報　③講座・
講習会や活動に必要な機材、資格の種類・
試験に関する情報］など市民活動に必要
な情報を幅広く提供するシステムで、支
援ニーズとしてこれらの人材・団体とを

積極的に結びつけ、活動の輪を広めたり
仲間を増やすためにも活用するものです
　アクセス数は10ヵ月で約６万件に昇り、
市ではコーディネーターを置いて、市民か
らの相談対応とコーディネート活動を行っ
ています。これらにより、個人の方が市内
のＮＰＯの会員となってボランティア活動
を始めたり、活動の場を求めていた団体が、
公立学校の総合学習の時間に講師を派遣
するなどの事例が生まれています。
　日新クラブ議員団としてもこれらの事
業を通じて、定年を迎える団塊世代の方々

にも、地域での様々な活躍の機会が提供
され、市民活動の裾野が大きく広がるこ
とを期待すると同時に支援と協力を行っ
ています。

市民活動の情報源『げんき -NET ひたちなか』 アクセスが多い「げ
んき -NET ひたちな
か」のホームページ
（左）、Q＆ A 方式の
PR チラシでも参加を
呼びかけ
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by 和田　正美　かすみがうら市議会 ( 日立建機土浦 )

市民感情を重視した街づくりが必須

　近年、親の共働きが多くなっている今日、
小さい子供を持つ親から、児童保育につい
て、子供の下校時から、親が家に帰るまで
の間の児童・学童保育の充実について、親
の就労状況の多様化からか、数多く、また、
強い要望が出されてきています。
＊保育時間の延長、学校連休（夏休み、
冬休み、等など）期間の保育受け入れ
をして欲しい。

＊共働き世帯、母子家庭、父子家庭につ
いては、兄弟の有無に関係無く、また、
学年に関係なく６年生まで希望者全員

の保育をして欲しい。
など、広範囲での保育支援が求められてき
ています。
　かすみがうら市としては、これらの要望
に応える努力として、保育時間の延長、児
童館の新設配置、小学校の教室利用による
児童クラブの新設などを進めています。し
かしながら、まだまだ市民からの要望をク
リアできるまでには至っていないのが現状
です。
　財源不足をいかに克服し、市民から理解
と納得が得られるハイレベルの執行手腕が

求められています。特に、合併後まもない
時期でもあり、市民感情への配慮を重視し
ての街づくりが必須の状況であります。

児童・学童保育支援の充実化への取組み 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
様
子
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by 渡辺　宏行　胎内市議会 ( 日立産機中条 )

医師の確保が緊急課題

　少子・高齢化の進展や医療ニーズの多
様化など、医療を取巻く環境が大きく変化
する中、特定の地域における医師の偏在な
どによる医師不足が全国的に深刻な問題と
なってきております。胎内市においても唯
一中核病院として地域住民に親しまれ信頼
されてきた中条中央病院が、今年の９月に
内科の常勤医師が退職したことにより、診
療内容を大幅に制限せざるを得ない状況と
なりました。
　中条中央病院は平成２年に地域の総合病
院として開業、現在は病床数122床、診療

科目は内科、小児科、外科、整形外科、婦
人科、皮膚科などであり、地域住民の大き
な期待に応えてきたところです。
　議会としても、この緊急事態を一日も早
く打開するために、９月の定例議会におい
て医師の充足を求める決議を行い、県に
対し要望書を提出したところでありますが、
県も同様に県立病院の医師不足が深刻な問
題となっており、前向きな回答は得られま
せんでした。
　今後も引続き、地域住民の健康を守るこ
とを最優先に行政、議会、病院が一体とな

り、特に内科常勤医師の確保に向け、頑張っ
ていきたいと思います。

地域住民の健康を守るために 医師不足が深刻化する中条中央病院
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by 山口　金光　秦野市議会 ( 神奈川支部 )

第61回全国植樹祭の会場市に決定

　このほど、平成22年に神奈川県で開催
される第61回全国植樹祭の会場市に本市

が選定されました。神奈川県では初開催と
なることから植樹祭の会場をめぐり、この１
年間、県西部を中心に５市８町が名乗りを
上げ熱い誘致合戦が繰り広げられてきまし
た。
　その結果、天皇皇后両陛下によるお手植
え行事を近隣の南足柄市で、記念式典と参
加者の植樹を本市の県立秦野戸川公園で
行なう２市共催の形で決着しました。
　選定理由は、本市が神奈川県の屋根と呼
ばれる丹沢山系を背景に広葉樹の植樹で混
交林に転換できるスギやヒノキの林が豊富

であることが挙げられていますが、行政・
議会・民間団体など市民総ぐるみの熱意あ
ふれる招致活動が奏功したことは言うまで
もありません。
　天皇皇后両陛下をはじめ全国各地から
１万人を超える参加者をお迎えする大イベ
ントが本市で行われることは大変うれしく
光栄なことですが、植樹祭に関する事業は
これからが本番です。全国植樹祭の成功を
期すとともに水と緑を生かした本市ならで
はの新たな街づくりに向けて今後も市民総
ぐるみの挑戦は続きます。

市民総ぐるみの招致活動が奏功

平成 22 年全国植樹祭の会場となる秦野戸川公園

議員活動レポート

議員活動レポート 日立グループ議員団所属議員の
それぞれの取組みを紹介します
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＜衆議院＞　衆議院に所属する国会議員の任期は４年だが解散があるため、その時々の民意を反映しやすい。参議院に優越することが憲法上定められ、参議院と異なっ
た議決をした場合、衆議院の意向が反映される。（首班指名・予算・条約は衆議院の議決がそのまま国会の決定となる。法律は２／３以上で再度可決する必要がある）

＜衆議院の解散＞内閣総理大臣はいつでも衆議院を解散することができる。形式的には、内閣の助言と承認に基づき、天皇が国事行為として衆議院を解散する。
憲法の規定に基づき、解散の日から40日以内に総選挙が実施され、新しい議員が選出され、総選挙の日から30日以内に特別国会が召集され、新内閣が発足する。
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